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● 活動名 ● 関係する学校名

菊水南小学校放課後子供教室 和水町立菊水南小学校
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・�今年 10 年目を迎える菊水南小学校放課後子供教室は、地域コーディネーターを中心とする活動スタッフのもと、月・水の週
に２回活動している。８名のスタッフの内７名のスタッフは教員ＯＢであることから、学校とのつながりが強く、児童との接
し方も慣れているため、円滑な運営が可能である。活動は、伝承遊びや昔遊びなどの『体験活動』、七夕や正月などの季節に沿っ
た活動のほか、『すくすく』という学習の時間を取り入れている。
・�菊水南小学校区に根付く旧村の名称「花簇（はなむれ）」（菊水南小学校区は、花簇村であった。）に残る様々な伝統を、地域・
学校が一体となって子供たちに伝えることで、将来にわたって生まれ育った地元（花簇）に住みたいと思えるような活動を推
進している。

● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
○�活動スタッフ（地域の先生）の指導のもと、七夕、凧上げ大会、節分の豆まき等の季節に関連するイベントの他、茶道、干し柿作り、
松ぼっくり作り、水鉄砲作り、傘地蔵作り、陣取り等の伝承遊び（昔遊び）を作成から実施まで地域の方と児童とが一緒になって楽
しんでいる。また、地元（花簇）のことを取り入れたカルタも子供たちと一緒に作成している。

○�平成 28 年度は熊本県伝統工芸館の御協力をいただいて、『綿の種プロジェクト』を実施した。綿の苗植えから、綿花の収穫までを
通して、綿が作られる工程はもちろん、洋服などの製品に使われていることを学ぶことのできる良い機会となった。

【実施にあたっての工夫】
・菊水南小学校放課後子供教室の地域コーディネーターが主体となり、スタッフ・学校の担当教諭と共に、上半期・下半期の２回に
分けてプログラムの計画を行っている。
・参加児童が多く、また、異学年の交流となるため、縦割り班を編成することでスムーズにプログラムが進行するようにしている。
高学年と低学年を同じ班にすることで、下級生を上級生が見守るという自然な流れができ、上級生の成長につながるように工夫して
いる。
・時間のかかる干し柿作りや絵手紙作り等は、工程ごとに２回に分けて実施している。
● 事業を実施しての効果・成果�
・放課後子供教室内だけでなく、日頃から地域の方と触れ合い、学校生活の中で接する方以外との交流が日々の生活の中で増えるこ
とで、学校外に出た時にも大きな挨拶を交わすようになった。また、地域の人たちにも学校のことはもちろんのこと、児童のことを
知ってもらう良い機会となった。
・水鉄砲作りや凧上げなど、学校の授業では学ぶことのできない昔遊び・伝承遊びを体験することができた。また、地元にまつわる
カルタの作成をとおして、郷土に関心を持たせることができた。
・中学校でも様々な場面でリーダーとして活躍する子供たちが増えてきている。また、多くの子供たちが地域の神社や公園の清掃に
参加しており、地域を愛する心が育ってきている。

● その他�
・学習活動（すくすく）では、放課後子供教室の活動時間の一部を利用し、児童が解答した算数問題の丸付け・指導を行っている。
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の伝統を語り継ごう～

和水町教育委員会

和水町放課後子供教室運営委員会

菊水南小学校放課後子供教室
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地域コーディネーターが学校と地域を上手に連携させています。教員OBの方が多数参画することで、そ
の連携を加速させています。地域と学校の協働の好事例だと感じます。ポイント

● 連絡先 和水町教育委員会社会教育課 ☎ 0968-86-2022
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こんな
活動です

開始年度 平成 19 年度 学級数 5 学級 生徒数 43 人

放課後児童クラブとの連携
子供の
参加人数

平均人数

一
体
型

連
携
型

（連携状況）□毎回　　　　□定期的に
□イベントがある時　□活動場所を共有

（共有の活動場所）　

連
携
な
し

● 29 人

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数
実施場所

施設名：小学校
実施場所：小学校0　人 1　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 元教員 学習活動の

有無 有
8　人
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